
浜松市上下水道基本計画　【2025～2034年度】　[概要版]

・本市はこれまで、

2024年度までを計画期間とする

「浜松市水道事業ビジョン」や

「浜松市下水道ビジョン」などのもと、

計画的に事業を推進してきました。

・上下水道事業を取り巻く

環境の変化を踏まえ、今後10年間で

本市の上下水道事業が目指す方向や

今後の取組などを示す上下水道一体の

「浜松市上下水道基本計画」を策定しました。

・本市の上下水道事業の目指す方向として

10年後の理想の姿を設定し、

その実現のために

5つの基本方針を定めました。

・本計画では、5つの基本方針に基づき

現状と課題を分析した上で

今後の取組や財政収支見通しを

示しています。

・具体的な事業や指標などを示す浜松市上下水道実施計画を毎年度策定し、

本計画における今後の取組の達成度などを進捗管理します。

・浜松市上下水道実施計画を核としたPDCAサイクルによる経営の仕組みを確立することで、

継続的な改善を実施し、本計画の実効性を高めます。

・事業の進捗状況や社会情勢の変化に応じて5年以内に本計画の見直しを実施します。

財政収支見通し

今後の取組

（１）耐震化
上下水道一体による耐震化 、

水道施設・下水道施設の耐震化

（２）老朽化対策
水道管路・下水道管路・浄水場等・浄化センター等

の老朽化対策

（３）濁水・渇水等対策

（４）雨水対策

（５）災害等へのソフト対策
防災体制の整備、受援・応援体制の強化、

自助・共助の促進

基本方針２ 安全・安心なサービスの提供

基本方針３ 環境負荷の低減

基本方針４ 組織体制の強化

基本方針５ 持続可能な経営の推進

・人口減少などによる料金収入等の減少

・上下水道施設の老朽化（今後の事業量増加）

・資材価格や労務費などの上昇

・自然災害の頻発化と激甚化 等

老朽化した鋳鉄管

令和6年能登半島地震の影響で

浮上したマンホール [石川県珠洲市]

水道管路の老朽化に起因する漏水

（2024年度）[中央区東若林町]

（１）官民連携の推進

（２）遠州水道受水・農業集落排水事業の最適化

（３）検針・収納の効率化
メーター検針の効率化、 料金収納の効率化

（４）資産の整理と有効活用

（５）広聴・広報の推進

（６）計画的かつ効率的な企業経営

長期の投資計画を定めた浜松市水道事業アセットマネジメント計画2025及び

浜松市下水道事業アセットマネジメント計画2025（計画期間50年）の最初の10年分を反映

収益的収支見通し（水道事業）

基本方針１ 施設強靭化等による防災・減災の推進

（１）水質管理の強化

（２）問い合わせ対応の強化

（３）水道未普及地域への支援

（１）汚水衛生処理の推進
汚水衛生処理の普及促進 、適正な放流水質の維持

（２）温室効果ガスの削減

（３）浄水発生土・下水汚泥の有効利用

（１）人材育成の推進

（２）業務効率化の推進

（３）広域化の推進

主な成果指標 目標値 目標年度

 避難所等の重要施設（99施設）のうち、
 上下水道管路等（下水道事業計画区域外の
 水道管路を含む）の耐震性能確保済みの施設数

99施設 2034年度

主な成果指標 目標値 目標年度

 水道水の水質基準適合率 100% 毎年度
主な成果指標 目標値 目標年度

　資金残高（水道事業） 15億円以上 毎年度

　資金残高（下水道事業） 30億円以上 毎年度

耐震管への布設替えによる

水道基幹管路の耐震化

既設管内面に新管を構築する

管更生による下水道管路の耐震化

計画の進捗管理

計画策定の背景

10年後の理想の姿と基本方針

資本的収支見通し（下水道事業）

（年度）

2009 2015 2024  2025 2034  

浜松市水道事業ビジョン

水道事業中期財政計画

浜松市下水道ビジョン （2015年度改訂）

下水道事業中期財政計画

浜松市上下水道基本計画

１

10年後の理想の姿

安全・安心な上下水道が地域社会の中で健全な水循環に貢献している。

基本方針

１ 施設強靭化等による防災・減災の推進

現状と課題

２ 安全・安心なサービスの提供

３ 環境負荷の低減

４ 組織体制の強化

５ 持続可能な経営の推進

収益的収支見通し（下水道事業）

資本的収支見通し（水道事業）
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主な成果指標 目標値 目標年度

汚水衛生処理率 92.0% 2034年度

主な成果指標 目標値 目標年度

  水道技術管理者の資格を
  有する職員の割合

38.5%以上 毎年度

  下水道法等に定める資格を
  有する職員の割合

71.6%以上 毎年度

PLAN

DOCHECK

ACTION

・計画の策定
（毎年度）

・予算の編成

・事業の実行

・事業の改善
・次年度計画への

反映

・事業の評価
・決算の総括

浜松市上下水道基本計画

計画期間10年（2025～2034年度）

浜松市上下水道実施計画

計画期間1年（毎年度策定）


